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沖縄の旧海軍司令部壕の司令官室入口付近

新
し
い
年
を
迎
え
て

会
長
永
戸
多
喜
雄

日
吉
台
地
下
壕
保
存
の
会
は
、
地
道
な
調
査

活
動
と
学
習
を
重
ね
な
が
ら
、
一
九
九
二
年
を

迎
え
ま
し
た
。
真
珠
湾
か
ら
既
に
五
〇
年
の
歳

月
が
流
れ
、
太
平
洋
戦
争
の
事
実
を
知
る
人
々

の
数
が
減
れ
ば
減
る
ほ
ど
、
こ
の
会
が
存
在
す

る
意
義
は
ま
す
ま
す
重
み
を
加
え
、
そ
れ
に
比

例
し
て
会
を
組
織
す
る
私
た
ち
の
歴
史
的
な
責

任
も
大
き
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。

会
の
運
動
が
た
ゆ
み
な
く
続
く
あ
い
だ
に
、

私
た
ち
の
問
題
提
起
に
答
え
て
下
さ
る
方
々
が

着
実
に
増
加
す
る
傾
向
が
維
持
さ
れ
、
会
の
活

動
に
関
心
を
寄
せ
る
人
々
の
層
が
厚
く
な
っ
て

来
た
の
は
、
心
強
い
限
り
で
す
が
、
今
年
は
さ

ら
に
関
係
各
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
を
す
す
め
、

各
方
面
へ
の
働
き
か
け
を
強
化
し
て
、
将
来
へ

の
展
望
が
拡
が
る
よ
う
な
運
動
が
展
開
で
き
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
周
囲
は
、
腹
立
た
し
い
こ
と
、
目

を
そ
む
け
た
く
な
る
こ
と
、
む
か
つ
く
こ
と
な

ど
、
次
か
ら
次
へ
と
起
こ
っ
て
い
ま
す
が
、
私

た
ち
の
会
で
は
一
人
一
人
が
今
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
、
静
か
に
、
し
か
も
元
気
よ
く

実
行
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
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第
九
回
幹
事
会
報
告

日
時
　
一
月
一
一
日

場
所
　
港
北
区
箕
輪
　
梅
ヶ
枝

報
告
事
項

事
務
局
長
よ
り

一
、
会
員
数
＝
四
七
三
名

二
、
一
二
月
一
四
日
‥
港
北
区
小

・
中
学
校
教
員
団
体
が
地
下
壕

見
学
。
二
〇
数
名
参
加
。

三
、
一
二
月
一
八
日
‥
会
報
一
四

号
発
行
。

四
、
一
二
月
一
九
日
‥
某
市
会
譲

員
が
、
地
下
壕
保
存
に
つ
い
て

知
り
た
い
と
訪
ね
て
き
た
。

五
、
一
二
月
二
一
日
‥
地
下
壕
出

入
口
付
近
の
民
家
を
訪
ね
、
挨

拶
か
た
が
た
地
下
壕
に
つ
い
て

聞
き
取
り
調
査
を
し
た
。

六
、
一
二
月
三
一
日
‥
自
民
党
代

議
士
の
秘
書
に
会
い
、
地
下
壕

保
存
に
つ
い
て
意
見
を
聞
き
、

保
存
の
要
望
と
協
力
を
お
願
い

し
た
。

七
、
昨
年
暮
れ
に
、
日
吉
台
小
学

校
の
先
生
か
ら
地
下
壕
見
学
の

要
望
が
あ
っ
た
。

八
、
一
二
月
一
〇
日
‥
川
崎
市
の

ふ
れ
あ
い
館
よ
り
、
「
戦
争
と

人
権
『
四
六
年
間
の
忘
れ
物
』
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
人
権
尊
重

学
級
が
関
か
れ
る
の
で
、
参
加

を
呼
び
か
け
て
ほ
し
い
と
の
連

絡
が
あ
り
、
チ
ラ
シ
を
送
る
と

の
事
で
あ
っ
た
。

議
事
一
、
地
下
壕
見
学
会
に
つ
い
て

今
ま
で
の
反
省
点
と
、
こ
れ
か

ら
の
や
り
方
に
つ
い
て

今
後
見
学
者
が
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
幹
事
の

誰
も
が
、
見
学
の
説
明
が
出
来

る
よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
る
。

二
、
保
存
運
動
の
進
め
方

①
知
事
・
市
長
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
議
会
と
の
関
係
に
つ
い
て

②
国
会
議
員
団
の
地
下
壕
視
察

に
つ
い
て

③
県
知
害
と
市
長
へ
の
陳
情

（
ま
た
は
要
望
）
に
つ
い
て

陳
情
文
（
要
望
書
）
の
検
討

④
保
存
の
見
通
し
に
つ
い
て

横
浜
市
に
は
、
既
に
1
昨

年
港
北
区
区
政
推
進
課
よ
り

「
地
下
壕
利
用
計
画
策
定
調

査
報
告
書
」
が
提
出
さ
れ
て

い
る
が
、
市
当
局
に
は
保
存

に
つ
い
て
の
動
き
は
な
ど
い
。

神
奈
川
県
で
は
、
地
下
壕

保
存
の
動
き
は
知
事
に
達
し

て
お
り
、
ど
こ
の
部
署
で
扱

う
か
と
い
う
こ
と
も
検
討
さ

れ
、
国
際
交
流
課
が
扱
う
こ

と
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と

を
聞
い
た
。

三
、
調
査
活
動
に
つ
い
て

慶
應
関
係
、
朝
鮮
人
関
係
、
空

襲
に
よ
る
被
災
者
、
旧
海
軍
関

係
な
ど

四
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て

総
会
の
時
、
多
く
の
人
が
集
ま

る
よ
う
な
も
の
を
何
か
や
る
。

五
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行

工
芸
社
で
印
刷
、
三
月
に
発
行
。

六
、
会
報
第
一
五
号
の
発
行

一
月
中
に
発
行
。

九
、
第
一
〇
回
幹
事
会

二
月
一
二
日
　
五
時
半

第
一
一
回
幹
事
会

三
月
一
一
日
　
五
時
半

日

吉

台

地

下

壕

の

保

存

に

つ

い

て
　
（
要
望
書
案
）

【
一
】
保
存
の
目
的

神
奈
川
県
並
び
に
横
浜
市
は
、

戦
災
に
よ
っ
て
多
く
の
家
が
焼
か

れ
、
多
く
の
人
々
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。
い
ま
、
県
や
市
に
戦
争
の

爪
跡
を
と
ど
め
る
も
の
は
殆
ど
あ

り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
日
吉
の
丘
の
地
下
に

は
、
旧
帝
国
海
軍
連
合
艦
隊
司
令

部
の
巨
大
な
地
下
壕
が
眠
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
地
下
壕
の
掘
削
に
当

た
っ
て
は
、
多
く
の
朝
鮮
人
労
働

者
も
従
事
し
て
お
り
ま
し
た
。
連

合
艦
隊
司
令
部
は
海
上
の
艦
上
に

お
く
の
が
日
本
海
軍
の
伝
統
で
し

た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
末
期

つ
い
に
陸
上
に
移
さ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
し
た
。
日
吉
の
地
下
壕

の
司
令
部
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

レ
イ
テ
作
戦
・
沖
縄
作
戦
・
特
攻

隊
の
出
撃
な
ど
の
指
令
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
司
令
部
が
あ
っ
た
た
め

に
、
日
吉
は
い
ち
早
く
空
襲
を
受

け
、
日
吉
の
町
も
周
辺
の
地
域
も
、

焼
夷
弾
や
爆
弾
が
落
と
さ
れ
、
多

く
の
家
が
焼
か
れ
、
多
く
の
人
々

が
な
く
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

戦
後
も
米
軍
が
進
駐
し
、
数
年
間
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は
基
地
の
町
と
な
り
、
い
ろ
い
ろ

な
困
難
に
直
面
し
ま
し
た
。

神
奈
川
県
は
、
横
須
賀
と
い
う

軍
港
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
首
都

に
隣
接
し
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
て

い
た
た
め
、
旧
軍
隊
等
の
各
種
施

設
が
多
数
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
に
は
例
外
な
く
大
規
模
な

地
下
壕
が
築
造
さ
れ
、
そ
の
数
は

一
五
六
〇
箇
所
（
米
軍
及
び
自
衛

隊
使
用
施
設
内
の
も
の
は
除
く
）

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
日

吉
の
地
下
壕
は
、
当
時
最
も
重
要

な
も
の
で
あ
り
、
様
々
な
戦
争
の

真
相
が
凝
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
よ
う
な
戦
争
の
爪
跡
を

と
ど
め
る
こ
の
地
下
壕
も
、
い
ま

残
さ
な
け
れ
ば
、
県
や
市
に
太
平

洋
戦
争
当
時
の
激
動
の
昭
和
史
を

語
る
構
築
物
は
殆
ど
無
く
な
っ
て

し
ま
う
で
し
ょ
う
。

私
達
は
、
こ
う
し
た
歴
史
的
な

貴
重
な
遺
産
を
、
史
跡
と
し
て
、

ま
た
戦
象
と
平
和
を
考
え
る
原
点

と
し
て
、
現
在
及
び
後
世
の
人
々

の
た
め
に
残
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
参
考
）

（
一
）
現
在
、
既
に
地
下
壕
の

見
学
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

見
学
の
申
込
が
非
常
に
多
く
、
月

に
二
～
三
回
の
ペ
ー
ス
で
見
学
会

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
の
と
こ

ろ
、
日
吉
地
区
の
小
・
中
学
校
の

P
T
A
、
小
・
中
学
校
や
高
校
の

教
員
の
研
究
団
体
、
区
や
市
の
社

会
団
体
、
近
く
は
国
会
議
員
な
ど

の
申
込
が
多
い
の
で
す
が
、
毎
回

定
員
を
オ
ー
バ
ー
し
、
か
な
り
お

断
り
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

地
域
住
民
の
見
学
の
希
望
も
多
く
、

地
下
壕
に
対
す
る
関
心
は
非
常
に

高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
見

学
を
終
え
た
人
達
の
保
存
・
公
開

の
声
も
、
非
常
に
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

（
二
）
　
一
九
八
九
年
に
取
り
ま

と
め
た
「
日
吉
地
区
会
議
か
ら
の

要
望
」
の
一
つ
と
し
て
出
さ
れ
た

も
の
に
、
地
下
壕
の
保
存
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
は
「
日
吉
地
域
の

も
つ
、
残
さ
れ
た
貴
重
な
山
林
を

緑
地
と
し
て
、
子
々
孫
々
に
至
る

ま
で
永
久
に
保
全
、
活
用
で
き
る

よ
う
所
有
者
と
具
体
的
な
話
合
い

に
入
っ
て
欲
し
い
。
」
と
あ
り
ま

す
。
具
体
的
に
は

①
慶
應
大
学
校
舎
地
内
に
あ
る
、

旧
連
合
艦
隊
司
令
部
地
下
壕
の

保
存
と
併
せ
て
、
周
辺
緑
地
の

公
園
化
。

②
日
吉
、
箕
輪
町
地
内
に
残
る
諏

訪
神
社
一
帯
の
山
林
を
保
存
、

緑
地
公
園
と
し
て
活
用
し
た
い
。

と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
地
下
壕

保
存
の
要
望
も
高
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
（
三
）
　
ま
た
、
一
九
九
〇
年
三

月
に
港
北
区
役
所
で
ま
と
め
た

「
日
吉
台
地
下
壕
利
用
計
画
策
定

調
査
報
告
書
」
が
横
浜
市
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

地
下
壕
整
備
の
構
想
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
段
階
に
よ
る
整
備
が
望

ま
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

①
地
下
壕
に
関
す
る
記
録
の
保
存

②
安
全
性
に
関
す
る
調
査

③
保
存
及
び
研
究
対
象
と
し
て
の

公
開

④
一
般
公
開

と
く
に
④
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
よ
り
多
く
の
人
々
に
日
吉
台

地
下
壕
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、

戦
争
や
平
和
や
、
歴
史
な
ど
様
々

な
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を

提
供
す
る
た
め
に
、
条
件
が
整
え

ば
一
般
公
開
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
検
討
す
る
。
」

（
四
）
　
既
に
保
存
・
公
開
さ
れ

て
い
る
地
下
壕
が
、
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
。

①
沖
縄
の
旧
海
軍
司
令
部
壕
‥

長
さ
約
四
五
〇
m
。
司
令
官
は

じ
め
幕
僚
以
下
約
四
〇
〇
〇
人

の
将
兵
が
、
こ
の
壕
及
び
周
辺

で
最
期
を
と
げ
た
。
こ
の
壕
は
、

戦
争
に
よ
る
人
類
の
災
禍
を
深

く
認
識
し
、
世
界
の
平
和
を
記

念
す
る
場
所
と
し
て
保
存
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
沖
縄
観
光

開
発
事
業
団
に
よ
っ
て
、
復
元

・
一
般
公
開
さ
れ
た
。

②
長
野
県
松
代
大
本
営
地
下
壕
‥

総
延
長
一
三
k
m
。
大
本
営
や

天
皇
の
御
座
所
を
移
転
す
る
予

定
で
掘
ら
れ
た
。
こ
の
地
下
壕

の
掘
削
に
約
七
〇
〇
〇
人
の
朝

鮮
人
が
強
制
労
働
さ
せ
ら
れ
、

多
く
の
朝
鮮
人
が
亡
く
な
っ
た

と
い
わ
れ
る
。
高
校
生
が
調
査

し
、
保
存
運
動
を
進
め
、
現
在

そ
の
一
部
が
長
野
市
に
よ
っ
て
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保
存
・
公
開
さ
れ
て
い
る
。

③
広
島
県
大
野
久
島
‥

毒
ガ
ス
工
場
の
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
、
今
も
働
い
て
い
た
人
々
や

周
辺
の
人
々
に
後
遺
症
が
み
ら

れ
る
と
い
う
。
中
学
生
も
加
わ

っ
て
調
査
し
、
保
存
運
動
を
し

た
結
果
、
竹
原
市
に
よ
っ
て
保

存
・
公
開
さ
れ
た
。

④
沖
縄
県
南
風
原
陸
軍
病
院
壕

こ
の
病
院
は
第
三
二
軍
（
沖
縄

守
備
軍
）
直
属
の
壕
で
、
正
式
名

は
沖
縄
陸
軍
病
院
。
将
校
・
軍
医

・
衛
生
兵
・
看
護
婦
な
ど
三
百
余

名
、
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
二
百
余
名
、

患
者
は
二
千
余
名
、
延
べ
に
し
て

一
万
名
に
達
し
、
境
内
は
ま
さ
に

阿
鼻
叫
喚
の
世
界
で
あ
っ
た
と
い

う
。
壕
入
口
の
「
南
風
原
陸
軍
病

院
跡
」
碑
に
は
「
重
傷
患
者
二
千

余
名
自
決
の
地
」
と
刻
ま
れ
て
い

る
。
沖
縄
戦
で
、
こ
の
町
の
住
民

の
四
〇
％
約
三
千
人
が
戦
死
し
た
。

一
九
八
九
年
、
南
風
原
町
文
化

セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
、
南
風

原
病
院
壕
が
町
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
歴
史
の
生
き
証
人
と
し
て
保

存
・
公
開
さ
れ
た
。

（
五
）
　
ま
た
、
現
在
保
存
運
動

が
進
め
ら
れ
て
い
る
地
下
壕
が
、

い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。

①
大
阪
府
高
槻
地
下
倉
庫
‥

高
槻
「
タ
チ
ソ
戦
跡
」
保
存
の

会
が
、
保
存
運
動
を
進
め
て
い

る
。
タ
チ
ソ
と
は
高
槻
地
下
倉

庫
の
略
で
、
こ
の
地
下
壕
は
、

主
に
約
三
五
〇
〇
人
の
朝
鮮
人

に
よ
っ
て
掘
ら
れ
た
と
い
う
。

②
兵
庫
県
西
宮
市
、
甲
陽
園
の
地

下
工
場
‥

戦
争
の
記
録
を
残
す
西
南
市

民
の
会
が
、
保
存
運
動
を
進
め

て
い
る
。
工
場
の
あ
っ
た
地
下

壕
の
壁
に
「
朝
鮮
国
独
立
」
の

文
字
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
地

下
壕
の
掘
削
に
従
事
し
た
朝
鮮

人
は
、
少
な
く
と
も
一
〇
〇
〇

人
は
い
た
と
い
う
。

③
八
王
子
市
の
浅
川
地
下
壕
‥

八
王
子
の
地
下
壕
問
題
を
考
え

る
会
が
、
保
存
運
動
を
進
め
て

い
る
。
松
代
の
地
下
壕
に
匹
敵

す
る
程
の
大
規
模
な
も
の
で
、

三
〇
〇
〇
人
と
も
五
〇
〇
〇
人

と
も
い
わ
れ
る
朝
鮮
人
が
地
下

場
の
掘
削
に
従
事
し
て
い
た
と

い
う
。
こ
の
地
下
壕
は
、
飛
行

機
の
エ
ン
ジ
ン
を
製
造
す
る
の

に
利
用
さ
れ
た
。

［
二
］
日
吉
台
地
下

壕

の

概

要

日
吉
地
区
に
あ
る
地
下
壕
は
、

現
在
分
か
っ
て
い
る
だ
け
で
四
箇

所
、
延
べ
に
し
て
長
さ
四
k
m
有

余
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
慶
應
大

学
日
吉
キ
ャ
ン
バ
ス
内
に
は
、
三

箇
所
、
長
さ
約
二
・
六
k
m
あ
り

ま
す
。
こ
の
地
下
壕
は
図
1
の
①

の
A
に
連
合
艦
隊
司
令
部
、
①
の

B
に
大
本
営
軍
令
部
第
三
部
（
情

報
部
）
と
航
空
本
部
が
、
③
に
は

人
事
局
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
③

は
第
一
校
舎
（
現
慶
應
高
校
校
舎
）

に
入
っ
て
い
た
人
事
局
と
経
理
局

な
ど
の
職
員
の
避
難
壕
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
壕
内
は
何
れ
も
幅
二

～
三
m
、
高
さ
は
約
三
m
、
周
り

は
厚
さ
が
四
㎝
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
出
来
て
い
ま
す
。

壕
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
は

①
の
A
で
、
た
い
へ
ん
堅
牢
に
出

来
て
お
り
、
長
さ
約
一
k
m
あ
り

ま
す
。
私
達
保
存
の
会
が
保
存
・

公
開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
壕
は
、

こ
の
①
の
A
で
、
連
合
艦
隊
司
令

部
の
あ
っ
た
壕
で
す
。

［
三
］
保
存
の
方
法

現
在
、
連
合
艦
隊
司
令
部
壕
に

は
い
る
た
め
に
開
か
れ
て
い
る
出

入
口
は
、
図
2
の
a
で
、
民
家
の

庭
先
に
あ
り
ま
す
。
見
学
す
る
た

め
に
は
、
民
家
の
方
の
了
解
を
得

て
入
っ
て
お
り
、
民
家
の
方
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
々
壕
に
流
入
す
る
泥
も

増
え
、
こ
の
ま
ま
で
は
地
下
壕
の

傷
み
も
加
速
さ
れ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
い
つ
ま
で
、
こ
の
状

況
で
見
学
を
続
け
ら
れ
る
か
不
安

で
す
。
そ
こ
で
、
も
っ
と
自
由
に
、

安
心
し
て
い
つ
ま
で
も
見
学
で
き

る
よ
う
に
、
地
下
壕
の
整
備
と
そ

の
保
存
が
望
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
に
私
達
は
次
の
よ
う
な
保
存
の

方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。

第
一
段
階

民
家
の
出
入
口
（
図
2
の
a
）

と
は
別
に
、
道
路
に
面
し
た
出
入

口
を
確
保
す
る
。
侯
補
と
し
て
は
、

図
2
の
b
の
出
入
口
が
挙
げ
ら
れ

る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
米
軍
に
よ

っ
て
爆
破
さ
れ
、
陥
没
し
た
ま
ま
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に
な
っ
て
い
て
、
こ
こ
か
ら
大
量

の
泥
が
地
下
壕
の
中
に
流
れ
込
ん

で
い
る
。
現
在
は
、
土
嚢
で
塞
が

れ
、
泥
の
流
入
を
防
い
で
い
る
。

陥
没
し
た
と
こ
ろ
は
道
路
に
面
し

て
お
り
、
陥
没
し
た
土
を
取
り
除

き
、
こ
こ
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
整

備
し
、
扉
を
付
け
て
出
入
口
と
す

る
。
地
下
壕
の
中
へ
は
階
段
を
つ

け
て
入
る
よ
う
に
し
、
壕
内
の
泥

は
取
り
除
く
。

第
二
段
階

地
下
水
が
か
な
り
出
る
の
で
排

水
溝
を
整
備
す
る
。
当
時
つ
く
ら

れ
た
排
水
溝
が
あ
る
が
、
泥
が
入

っ
て
排
水
が
円
滑
で
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
の
で
、
泥
を
取
り
除
き
補

修
を
す
る
。

第
三
段
階

天
井
に
当
時
と
同
じ
様
な
電
球

を
付
け
て
照
明
を
整
備
し
、
作
戦

室
と
か
、
通
信
室
と
か
、
当
時
地

下
壕
を
何
に
使
用
し
て
い
た
か
分

か
る
よ
う
な
説
明
プ
レ
ー
ト
を
設

置
す
る
。
ま
た
、
出
入
口
に
は
地

下
壕
に
つ
い
て
の
案
内
板
を
設
置

す
る
。
ま
た
、
主
な
部
屋
に
は
当

時
の
様
子
が
分
か
る
よ
う
な
模
型

を
設
置
し
、
説
明
板
を
付
け
る
。

第
四
段
階

出
入
口
の
近
く
に
資
料
館
を
つ

く
る
。
日
吉
台
地
下
壕
の
周
辺
に

は
、
古
墳
、
貝
塚
、
古
代
住
居
跡
、

古
道
、
寺
社
、
公
園
な
ど
の
ア
メ

ニ
テ
ィ
資
源
が
点
在
し
て
い
る
の

で
、
こ
れ
ら
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

し
て
、
資
料
館
を
そ
の
中
心
に
位

置
づ
け
、
地
域
住
民
の
学
習
の
場

と
す
る
。
資
料
館
は
、
地
下
壕
に

関
す
る
資
料
の
ほ
か
、
古
代
か
ら

現
代
に
か
け
て
の
日
吉
地
区
及
び

そ
の
周
辺
の
地
理
・
歴
史
あ
る
い

は
風
俗
・
習
慣
な
ど
の
資
料
を
展

示
し
、
文
化
的
な
行
事
が
出
来
る

よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
る
。

現
在
、
地
下
壕
見
学
の
前
に
、

必
ず
地
下
壕
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ

ャ
ー
を
あ
ち
こ
ち
の
会
場
で
行
っ

て
い
る
が
、
資
料
館
が
出
来
る
と

非
常
に
便
利
に
な
る
。

［
四
］
地
下
壕
の
公

開

方

法

地
下
壕
に
つ
い
て
の
知
識
な
し

に
地
下
壕
を
見
学
し
て
も
、
た
だ

ト
ン
ネ
ル
を
見
る
だ
け
で
何
も
分

か
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
見

学
に
先
立
っ
て
地
下
壕
に
つ
い
て

の
レ
ク
チ
ャ
―
を
聞
き
、
案
内
し

て
も
ら
っ
て
初
め
て
地
下
壕
の
も

つ
意
味
が
分
か
り
ま
す
。
そ
れ
故
、

土
曜
・
日
曜
・
祭
日
な
ど
に
限
っ

て
公
開
し
、
必
ず
地
下
壕
に
つ
い

て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
聞
い
て
見
学

す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
た
だ
し
、

団
体
の
場
合
は
、
別
個
に
相
談
し

て
見
学
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
事

も
考
え
ま
す
。
不
特
定
多
数
の
人

が
大
勢
来
て
う
ろ
う
ろ
す
る
と
、

地
下
壕
の
出
入
口
周
辺
の
人
々
に

迷
惑
を
か
け
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

の
で
、
以
上
の
よ
う
な
公
開
の
仕

方
が
適
当
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

［
五
］
問
題
点

最
も
大
き
な
問
題
点
は
、
地
権

者
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
ず
地
権
者
か
ら
地
下

壕
使
用
の
了
解
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
。
つ
ぎ
に
、
公
開
し

た
と
き
の
地
下
壕
の
管
理
は
ど
う

す
る
の
か
、
万
一
事
故
が
起
こ
っ

た
と
き
誰
が
責
任
を
負
う
の
か
、

な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

地
下
壕
の
管
理
・
運
営
に
つ
い

て
は
、
次
の
い
く
つ
か
の
方
法
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

①
県
ま
た
は
市
や
区
が
直
接
管
理

・
運
営
を
す
る
。

②
日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー
が
管
理
・

運
営
を
す
る
。

③
資
料
館
が
出
来
た
ら
、
そ
の
館

が
管
理
・
運
営
を
す
る
。

④
第
三
セ
ク
タ
―
方
式
に
し
て
、

例
え
ば
財
団
法
人
を
つ
く
り
、

そ
こ
が
管
理
・
運
営
を
す
る
。

⑤
民
間
の
団
体
、
例
え
ば
保
存
の

会
に
補
助
金
を
出
し
て
管
理
・

運
営
を
委
せ
る
。

以
上

＊
以
上
の
文
は
、
市
や
県
に
地
下

壕
保
存
の
陳
情
ま
た
は
要
望
を
す

る
と
き
に
、
提
出
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
何
か
御
意
見
が
あ

り
ま
し
た
ら
御
連
絡
下
さ
い
。

地

下

壕

見

学

会

感

想

文

一
一
月
二
八
日
（
駒
林
小
P
T
A

成
人
教
育
委
員
会
）

＊
テ
レ
ビ
や
書
物
で
日
吉
台
地

下
壕
の
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
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非
常
に
遠
い
と
こ
ろ
ま
で
通
じ
て

い
る
と
い
う
噂
も
流
れ
て
い
た
。

地
下
壕
見
学
に
際
し
て
、
そ
の
歴

史
的
背
景
を
お
伺
い
し
、
実
際
見

学
し
て
み
て
、
戦
争
の
傷
跡
が
ほ

ん
と
に
身
近
に
生
々
し
く
残
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。戦
後
四
〇
数
年
を
逢
ぎ
、
戦
争

の
記
憶
が
薄
れ
行
く
中
、
P
K
O

法
案
が
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る

現
在
、
戦
争
の
あ
っ
た
傷
跡
と
し

て
、
是
非
、
地
下
壕
を
保
存
し
、

子
供
達
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
学
校
で
も
是
非
、

教
材
と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
非
常
に
た
め
に
な
っ

た
企
画
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
追
押
）
娘
も
こ
の
見
学
に
参

加
し
、
は
じ
め
は
興
味
半
分
で
あ

っ
た
が
、
設
備
の
と
と
の
っ
た
地

下
壕
が
朝
鮮
の
人
の
強
制
労
働
に

よ
り
作
ら
れ
た
こ
と
を
知
り
、
戦

争
の
傷
跡
を
か
い
ま
見
た
よ
う
な

気
が
し
た
、
と
の
感
想
で
し
た
。

＊
成
人
教
育
賓
員
会
の
皆
様
、

先
日
は
駒
林
小
父
兄
の
一
人
と
し

て
地
下
壕
の
見
学
に
参
加
で
き
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
特
に
二

度
に
わ
た
り
ご
同
行
頂
い
た
寺
田

先
生
に
は
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。四
六
年
前
の
日
吉
の
歴
史
に
触

れ
、
当
時
を
生
き
た
人
々
を
想
い
、

私
達
の
幸
福
に
感
謝
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
暗
闇
の
中
で
の

黙
祷
も
感
動
の
一
時
で
あ
り
ま
し

た
。
昨
今
、
受
験
な
ど
も
含
め
て
、

自
分
達
さ
え
よ
け
れ
ば
の
風
潮
で

す
が
、
子
決
は
お
お
ら
か
に
育
て

た
い
も
の
で
す
。

＊
こ
の
度
の
企
画
は
、
日
頃
成

人
委
員
会
の
活
動
を
余
り
身
近
に

感
じ
て
い
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
、

非
常
に
興
味
あ
る
も
の
で
あ
り
、

委
員
の
方
達
の
御
苦
労
が
偲
ば
れ

ま
す
。今
回
は
男
性
の
出
席
者
が
多
か

っ
た
よ
う
で
、
今
後
も
参
加
可
能

な
時
間
設
定
の
企
画
が
あ
れ
ば
参

加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
敗
戦
後
、
日
吉
に
駐
留
軍
が

い
た
こ
と
は
、
聞
い
て
い
ま
し
た

が
、
何
故
い
た
か
は
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
回
地
下
壕
の
見
学
会

に
参
加
し
、
そ
の
理
由
を
知
る
と

共
に
、
こ
ん
な
に
身
近
に
戦
争
の

跡
が
あ
る
こ
と
を
知
り
驚
き
で
し

た
。
あ
ん
な
に
激
し
い
悲
惨
な
戦

争
が
あ
っ
た
の
に
、
そ
の
跡
が
殆

ど
身
近
に
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い

る
現
在
、
こ
の
地
下
壕
の
存
在
は

貴
重
な
も
の
と
思
い
ま
す
。

駒
林
小
学
校
の
父
母
や
先
生
方

が
、
ど
の
く
ら
い
見
ら
れ
て
い
る

の
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
是
非
こ
の

地
下
壕
を
見
学
さ
れ
、
当
時
こ
の

地
下
壕
内
で
作
戦
決
定
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
多
く
の
人
間
が
死
ん

で
い
っ
た
こ
と
を
、
子
供
ら
に
是

非
伝
え
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
回
、
企
画
し
て
頂

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

も
、
こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
学
べ
る
企
画
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
＊
日
吉
の
地
区
に
縁
あ
っ
て
勤

務
し
、
こ
の
地
域
の
歴
史
に
触
れ

る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
嬉
し
い

こ
と
で
し
た
。
も
と
も
と
歴
史
的

な
も
の
に
興
味
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
日
吉
、
港
北
区
の
歴

史
的
な
寺
院
、
建
物
、
道
な
ど
い

ろ
い
ろ
知
り
た
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
世
に
は
や
り
の
歴
史
散
歩
と

い
っ
た
と
こ
ろ
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
・
・
・
。

日
吉
台
地
下
壕
は
、
私
が
想
像

し
て
い
た
以
上
に
立
派
で
あ
り
、

さ
す
が
日
本
海
軍
の
情
報
基
地
だ

け
あ
る
と
驚
か
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
方
地
下
壕
が
ど
の
よ

う
に
し
て
掘
ら
れ
た
か
を
聞
き
、

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
新
た
に
し
ま

し
た
。
平
和
の
た
め
、
例
え
ば
地

震
の
た
め
の
非
常
用
保
存
庫
な
ど

に
使
わ
れ
る
も
の
な
ら
ば
良
か
っ

た
な
と
、
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
計
画

し
て
下
さ
っ
た
成
人
委
員
さ
ん
御

苦
労
様
で
し
た
。
も
し
、
で
き
ま

す
こ
と
な
ら
土
曜
日
で
あ
る
と
尚

良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

＊
日
吉
に
生
ま
れ
育
っ
て
か
ら

こ
の
年
に
な
る
ま
で
、
地
元
の
こ

の
場
所
に
こ
の
よ
う
な
地
下
壕
が

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
た
る
と
こ
ろ
に
網
の
目
の
よ
う

な
地
下
壕
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

昔
の
戦
争
の
傷
跡
が
、
こ
こ
の
場

所
に
あ
っ
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
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ま
た
、
朝
鮮
人
労
働
者
が
掘
削
し

た
話
を
聞
い
て
、
日
本
の
軍
国
主

義
の
時
代
を
ま
ざ
ま
ざ
と
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。

戦
争
を
知
ら
な
い
私
で
も
見
学

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
複
雑
な
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
長
く
保
存
さ

れ
、
少
し
で
も
多
く
の
方
々
に
身

近
に
こ
う
い
う
場
所
に
触
れ
て
頂

い
て
、
戦
争
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
改
め
て
知
っ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

寺
田
先
生
の
細
か
い
説
明
の
お

陰
だ
っ
た
こ
と
に
も
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
成
人
委
員
の
方
々
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
戦
後
生
ま
れ
の
私
が
地
下
壕

に
入
っ
て
歩
い
て
み
る
と
、
映
画

な
ど
で
み
た
場
面
と
当
時
あ
の
迷

路
の
よ
う
な
地
下
壕
で
日
本
軍
の

通
信
部
隊
の
方
々
が
実
際
に
働
く

姿
が
思
い
浮
か
ぶ
よ
う
で
し
た
。

今
日
の
私
達
の
平
和
は
多
く
の
人

々
の
犠
牲
の
上
に
あ
る
こ
と
を
実

感
致
し
ま
し
た
。
地
下
壕
を
作
る

の
に
多
く
の
朝
鮮
人
の
労
働
力
に

よ
る
こ
と
も
聞
き
、
ま
た
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
成
人
要
員
の
計

画
で
参
加
で
き
、
近
く
に
戦
争
の

貴
重
な
物
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
子
供
達
に
も
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
役
員
の
皆

様
に
感
謝
致
し
ま
す
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

＊
住
ん
で
い
て
意
外
に
知
ら
な

い
日
吉
の
歴
史
を
少
し
で
も
覗
き

見
る
こ
と
が
出
来
て
大
変
有
意
義

で
し
た
。
今
回
の
催
し
を
計
画
さ

れ
た
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。

＊
三
〇
数
年
ぶ
り
に
地
下
壕
に

入
り
小
学
校
時
代
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
小
学
校
の
頃
入
っ
た
と
こ

ろ
は
今
回
と
は
全
く
別
の
入
口
か

ら
入
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
当

時
は
海
軍
の
司
令
部
の
あ
っ
た
と

こ
ろ
と
い
う
こ
と
は
全
く
知
ら
ず

に
入
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
事

前
に
説
明
を
受
け
て
い
た
の
で
非

常
に
良
か
っ
た
で
す
。
時
間
的
に

無
理
だ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
出

来
る
限
り
も
っ
と
奥
ま
で
入
っ
て

み
た
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
終

戦
ま
ぎ
わ
に
あ
れ
だ
け
の
地
下
壕

が
作
れ
た
と
い
う
の
は
素
晴
ら
し

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
幹
事
の

方
々
本
当
に
御
苦
労
様
で
し
た
。

＊
身
近
な
と
こ
ろ
に
、
こ
の
よ

う
な
大
き
な
地
下
壕
が
あ
る
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
れ

が
終
戦
末
期
の
わ
ず
か
一
年
足
ら

ず
の
間
に
造
ら
れ
た
物
と
知
り
、

驚
く
ば
か
り
で
す
。
内
部
を
丁
寧

に
説
明
し
て
頂
き
、
当
時
の
緊
張

が
、
当
時
の
経
験
の
な
い
私
達
に

も
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
来
る
思

い
で
し
た
。

＊
長
年
住
み
な
れ
た
日
吉
の
町

に
、
か
く
も
興
味
深
い
歴
史
が
秘

め
ら
れ
て
い
る
と
は
思
い
も
よ
ら

な
か
っ
た
。
講
師
の
寺
田
先
生
に

は
た
ま
た
ま
高
校
の
時
に
地
学
を

教
わ
っ
た
先
生
で
も
あ
り
、
こ
と

の
ほ
か
親
し
み
を
感
じ
た
し
、
説

明
等
も
学
生
時
代
を
思
い
出
し
、

と
て
も
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
た
と
思
う
。
今
回
は
天

候
や
時
間
の
関
係
で
今
一
つ
奥
深

い
内
容
に
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
は
残
念
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
企
画
は
面
白
く
有
益
で
あ
る
と

思
う
の
で
、
再
度
続
編
を
や
っ
て

頂
き
た
い
と
思
う
。

＊
戦
後
生
ま
れ
の
教
々
は
戦
争

体
験
が
な
い
の
で
、
体
験
を
子
供

達
に
語
り
継
ぐ
と
い
う
こ
と
が
不

可
能
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

実
に
い
い
機
会
を
与
え
て
頂
い
た

の
で
、
当
時
そ
の
よ
う
な
場
所
で

あ
る
地
下
壕
に
入
っ
て
み
て
、
ま

た
新
た
な
気
持
ち
で
戦
争
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
、

そ
し
て
子
供
に
も
話
を
し
て
あ
げ

ね
ば
と
思
い
参
加
し
て
み
ま
し
た
。

戦
争
の
跡
と
い
う
も
の
は
、
今
は

少
な
く
年
々
風
化
さ
れ
、
今
日
で

は
忘
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
地
下
壕

を
守
り
、
語
り
継
い
で
い
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。
で
き
れ
ば
保
存

の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
多
く
な
り
、

当
時
の
施
設
の
復
元
が
望
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

＊
地
元
、
日
吉
の
地
下
壕
は
、

以
前
か
ら
機
会
が
あ
っ
た
ら
入
っ

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
こ
の
度
参
加
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
。
日
曜
と
い
う
こ
と
で
男

性
も
多
く
、
結
構
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
。
従
来
の
バ
ス
見
学
も
、

楽
し
い
も
の
で
す
が
、
こ
う
い
う

見
学
も
本
当
に
よ
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
見
学
会
の
ち
ょ
っ
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と
前
に
、
丁
度
、
強
制
労
働
の
た

め
拉
致
さ
れ
て
、
一
〇
年
間
北
海

道
を
逃
避
行
し
、
発
見
さ
れ
て
無

事
中
国
に
帰
国
で
き
た
中
国
人
の

再
来
日
を
報
じ
る
記
事
を
読
ん
で

い
ま
し
た
の
で
、
地
下
壕
で
も
朝

鮮
人
の
強
制
労
働
を
お
も
に
工
事

が
な
さ
れ
た
こ
と
に
、
胸
ふ
さ
が

れ
る
思
い
で
し
た
。

戦
争
体
験
は
な
い
け
れ
ど
、
新

聞
や
本
、
ま
た
こ
う
し
た
遺
物
を

見
た
り
し
て
、
戦
争
の
こ
と
を
知

っ
て
お
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
原
爆
記
念
館

の
よ
う
に
、
地
下
壕
も
保
存
で
き

て
、
子
供
達
に
も
見
学
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
よ
い
社
会
勉
強
に

な
る
ん
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
　
余
談
で
す
が
、
壕
内
に
鍾
乳

石
や
石
灰
段
丘
な
ど
自
然
の
造
作

物
や
、
白
い
植
物
に
も
目
を
見
は

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
匹
の
蟹

が
チ
ョ
コ
ッ
と
動
い
て
い
る
姿
に
、

ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

＊
成
人
教
育
委
員
会
の
皆
様
、

当
日
は
雨
模
様
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
多
く
の
参
加
者
が
あ

り
、
ま
た
日
曜
日
と
い
う
設
定
の

た
め
と
思
い
ま
す
が
、
男
性
の
方

が
多
か
っ
た
こ
と
で
、
地
下
壕
に

対
す
る
関
心
が
高
い
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
、
今
回
の
企
画
は
大
成
功

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
変
御

苦
労
様
で
し
た
。

寺
田
先
生
の
お
話
も
大
変
分
か

り
や
す
く
、
ま
た
話
を
聞
い
て
か

ら
で
な
け
れ
ば
、
当
時
の
地
下
壕

の
役
割
、
近
隣
に
対
す
る
影
響
な

ど
は
、
五
〇
年
近
く
た
っ
た
今
日

で
は
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
で

し
ょ
う
。
正
直
な
と
こ
ろ
内
部
に

は
も
う
少
し
当
時
の
物
が
残
っ
て

い
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
何
も
な
い
事
で
大
き
さ
、
長

さ
が
わ
か
る
の
か
と
も
思
い
ま
す
。

日
本
で
は
半
世
紀
の
間
、
直
接

戦
争
に
か
か
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
世
界
中
の
ど
こ

か
の
国
で
毎
日
の
よ
う
に
戦
争
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
達
の
年
代

の
者
は
父
母
達
よ
り
戦
争
体
験
を

聞
い
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
我

々
が
次
の
世
代
に
語
り
継
ぐ
こ
と

は
ま
ず
不
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
も
の
が
日
吉
に
あ
る

の
で
す
か
ら
、
よ
い
形
で
保
存
し

て
た
く
さ
ん
の
人
に
み
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

川
崎
市
ふ
れ
あ
い
館
で
、
次
の

よ
う
に
「
人
権
尊
重
学
級
」
が
開

か
れ
ま
す
（
無
料
）
。

テ
ー
マ
‥
戦
争
と
人
権

「
四
十
六
年
間
の
忘
れ
物
」

日
時
‥
一
月
二
十
五
日
（
土
）
～

三
月
二
十
八
日
（
土
）

午
後
七
時
～
九
時

毎
週
土
曜
日
全
一
〇
回

場
所
‥
ふ
れ
あ
い
館
（
川
崎
市
川

崎
区
桜
本
一
－
五
－
六
）

℡
〇
四
四
－
二
七
六
－

四
八
〇
〇

問
い
合
わ
せ
・
申
込
‥
右
に
同
じ

定
員
：
十
五
才
以
上
二
〇
名

お
願
い

一
九
九
〇
年
度
・
一
九
九
一
年
度

の
会
費
未
納
の
方
は
、
至
急
納
入

し
て
下
さ
い
。

編

集

後

記

◆
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

◆
保
存
の
会
も
会
員
が
五
百

各
近
く
に
達
し
、
地
下
壕
へ

の
関
心
も
大
き
く
広
が
っ
て

き
ま
し
た
。

◆
会
報
の
発
行
や
郵
送
の
仕

事
が
大
変
に
な
り
、
嬉
し
い

悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

◆
会
費
も
順
調
に
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
会
員
の
皆

様
の
御
支
援
の
賜
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

◆
宮
沢
首
相
が
訪
韓
し
大
戦

中
の
従
軍
慰
安
婦
等
の
問
題

で
謝
罪
し
、
歴
史
を
正
し
く

伝
え
る
と
言
明
し
ま
し
た
。

地
下
壕
の
保
存
の
必
要
性
が

益
々
強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

◆
今
年
こ
そ
は
、
保
存
運
動

が
大
き
く
前
進
し
、
何
と
か

保
存
の
目
鼻
を
つ
け
た
い
も

の
と
思
い
ま
す
。






